
平
成
二
十
九
年
度
予
算
に
お
け
る
国
公
立
大
学
関
係
予
算
の
拡
充
に
関
す
る
決
議 

 
 

我
が
国
社
会
の
活
力
や
持
続
可
能
な
成
長
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
解
決
策
を

考
え
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
た
く
ま
し
い
人
材
の
育
成
、
知
識
基
盤
社
会
に
あ
っ
て
我
が
国
の
持
続
的
な

成
長
を
支
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
多
様
で
活
力
あ
る
地
方
の
創
生
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
中
核
を
担

う
の
が
国
の
政
策
と
し
て
全
国
に
配
置
さ
れ
た
国
立
大
学(

大
学
共
同
利
用
機
関
を
含
む)

や
公
立
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。 

 

本
年
十
月
に
、
三
年
連
続
と
な
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
生
理
学
・
医
学
）
を
東
京
工
業
大
学
栄
誉
教
授 

大
隅
良
典

氏
が
受
賞
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
我
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
学
術
・
基
礎
研
究
の
水
準
の
高
さ
が
遺
憾
な
く
世
界

に
発
信
さ
れ
た
。 

一
方
、
こ
れ
ら
の
受
賞
は
二
十
年
か
ら
三
十
年
前
の
研
究
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
大
学

の
研
究
環
境
に
は
憂
慮
す
べ
き
状
況
が
あ
る
。
国
立
大
学
の
運
営
費
交
付
金
は
平
成
十
六
年
の
法
人
化
以
降
毎
年

削
減
さ
れ
、
今
年
度
は
よ
う
や
く
前
年
同
額
を
確
保
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
累
積
に
よ
り
基
盤
的
経
費
は
大

き
く
減
少
し
て
い
る
。
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）
の
採
択
率
の
低
下
傾
向
も
看
過
で
き
な
い
。
こ
の
結

果
、
若
手
研
究
者
の
安
定
的
雇
用
や
基
盤
的
な
教
育
研
究
施
設
・
設
備
の
維
持
・
更
新
に
も
支
障
を
来
し
て
お
り
、

多
様
で
独
創
的
な
学
術
研
究
の
推
進
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
の
知
の
拠
点
と
し
て
地
方
創
生
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
公
立
大
学
へ
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
財
政
制
度
等
審
議
会
に
お
け
る
議
論
に
お
い
て
は
、
法
人
化
以
降
の
運
営
費
交
付
金

の
削
減
に
つ
い
て
「
国
立
大
学
の
教
育
研
究
活
動
を
圧
迫
し
て
い
る
と
の
批
判
は
当
た
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
が
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
中
核
を
担
う
国
立
大
学
の
財
政
が
危
機
的
状
況
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
理
解
が
極
め

て
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
、
国
家
戦
略
と
し
て
の
未
来
へ
の
投
資
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算
に

お
い
て
は
、
第
五
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
け
る
政
府
研
究
開
発
投
資
目
標
二
十
六
兆
円
の
確
実
な
達
成
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
、
左
記
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
国
立
大
学
の
機
能
を
強
化
し
「
知
」
を
基
盤
と
し
た
我
が
国
の
持
続
可
能
な
成
長
に
繋
げ
て
い
く
た

め
、
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
等
の
基
盤
的
経
費
を
増
額
す
る
こ
と
。 

 

二
、
国
立
大
学
の
教
育
研
究
施
設
の
老
朽
化
を
解
消
し
、
安
全
・
安
心
で
国
際
的
に
魅
力
あ
る
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
国
立
大
学
法
人
等
施
設
整
備
費
補
助
金
を
増
額
す
る
こ
と
。 

 

三
、
国
立
大
学
附
属
病
院
の
地
域
医
療
や
高
度
先
進
医
療
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
た
め
、

必
要
な
財
政
的
支
援
の
確
保
・
充
実
を
図
る
こ
と
。 

 

四
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
教
育
研
究
拠
点
の
形
成
、
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
な
ど
、
国

立
大
学
・
公
立
大
学
・
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
改
革
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
金
を
増
額
す
る
こ
と
。 

 

五
、
研
究
力
の
強
化
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
を
図
る
た
め
、
科
研
費
ほ
か
各
種
競
争
的
資
金
の
増
額

を
図
る
と
と
も
に
、
競
争
的
に
配
分
さ
れ
る
政
府
の
全
て
の
研
究
経
費
に
つ
い
て
原
則
三
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
間
接
経
費
を
措
置
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 

 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日 

 

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟 


